
大谷地区における採石関連の産業遺産の時層
栃木県宇都宮市を中心とする大谷石建造物に関する研究 (15)　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大谷石　　採石　　　産業遺産　　　　　　　　　　　　　　　正会員　○小林　基澄 *　  同　  丸山　貴大 **
用途　　　観光　　　軌道　　　　　　　　　　　　　　　  　　同　　　安森　亮雄 ***  同　  大嶽　陽徳 ***

1. 序　　栃木県宇都宮市の大谷地区では、緑色凝灰岩

の一種である大谷石 (おおやいし )が産出する。そこで

は採石・加工・運搬を行う採石業や独特な岩肌の眺望を

楽しむ観光業が栄え、こうした産業遺産注1) が時間の経

過とともに、採石場が観光施設等に用途が変遷している。

そこでまず本編では、こうした過去から現在における空

間とその利用の積み重ねを時層として捉え、大谷区の採

石関連産業の時層のタイプを明らかにすることを目的と

する。続く次編では、時層と空間を合わせた場所性の特

徴について明らかにすることを目的とする。

2. 対象地区及び調査の概要

2.1 大谷地区における採石産業の沿革　　大谷石が産業

として成立したのは、明治末頃とされている（表 1）。

石の運搬には、明治 31年から昭和 30年代まで蒸気機関

貨物と人車軌道（トロッコ）、昭和 5年からはトラック

が用いられた。石の生産量と出荷額は、昭和 35年に採

石が機械化され、48年にピークを迎えた。しかし、そ

の後は大谷石の用途が規制され、採石業は低迷を続けた。

観光業は昭和 30年頃から盛んになり、昭和 56年に全盛

期を迎えたが、落盤事故等が起因して衰退した。しかし、

平成 30年には「大谷石文化」が文化庁日本遺産に登録

されるなど注目され始め、観光客数も増加傾向にある。

2.2 調査の概要　　本研究は採石関連の産業を有する大

谷地区を対象範囲とし（図 1）、現在まで採石関連の産

業の用途で一般に公開されている 18箇所 21エリアを分

析対象とする。調査方法は、国土地理院の航空写真注2)

及び地図資料注3) を元した現地調査と関係者へのヒアリ

ングである。分析の流れ（図 2）は、まずエリアの用途

の変遷を分析し、初期の時層や用途の組合せから時層の

タイプを抽出する。次に、現在のエリアの空間構成を検

討し、空間タイプを抽出する。最後に、抽出した時層タ

イプと空間タイプの重ね合わせから場所性を見出す。

3. 採石関連の産業の時層

3.1 初期と現在の用途　　対象エリアの初期と現在、さ

らにその中間期における用途（表 2）は、初期では運搬

施設、中間期では運搬施設に加え採石施設と観光施設が

最も多くみられた。現在では、運搬施設と採石施設はみ

られなかった。

3.2 時層の線形　　時層における用途の変化を線形とし

て分類すると（表 3）、用途が分岐する分岐型が最も多

くみられた。また、転換が複数ある並存も 3みられた。

3.3 時層タイプ　　初期と現在の用途、線形の組合せか

ら、特徴的な６つの時層のタイプ（時層タイプ）を抽出

した（表 4）。まず、初期が採石場であるもの (A) では、
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表 2 対象エリアにおける初期から現在までの用途

 

図 1 大谷地区における対象エリア 図 2 研究の概要

表 1 大谷地区の採石関連の産業の歴史

図注）大谷石材組合の提供資料をもとに作成

現在の空間構成 (次編 )
公開の程度
　：一部公開
産業遺産
　：人車軌道跡、旧石材店
　　旧作業所、プラットホーム跡
採石場跡との位置関係
　：周縁
空間タイプ
　：Ⅱ

時層 (本編 )
　初期と現在の用途
　時層の線形
　　：分岐 +並存
　時層タイプ
　　：A3

　　　　場所性 (次編 )
　　　時層タイプ×空間タイプ
　　　　　A3　　×　　Ⅱ
　　　　　　　類型 2
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本稿では、現在使用されているものを含め、産業が栄えた時代の施設と施設跡に残
る遺構を対象とする。
1947 年、1962 年、1976 年、1993 年のものを対象とする。
ゼンリン住宅地図 (1969 年から 2018 年 )、宇都宮住宅詳細図 (1962 年 )、国土地理
院 大谷 (1916 年 ) を指す。

1)

注

2)

用途が分岐し現在観光施設として公開される『採石場 -

分岐 -観光公開型（A1）』、用途が分岐せず現在は観光施

設として公開される『採石場 -転換 -観光公開型（A2）』、

用途が分岐し現在は地域施設として公開される『採石場

-分岐 -地域公開型（A3）』がみられた。A1や A3のなか

には用途が統合された統合型の線形を含むものもみられ

た。また、初期が運搬施設であるものは、現在地域施設

として公開される『駅 -地域公開型（B）』がみられた。

Bのなかには、用途が統合された統合型の線型を含むも

みられた。さらに、初期が観光施設であるもの (C)には、

用途が分岐せず現在は公開されている『観光施設 -転換

-公開型（C1）』や現在は非公開または未利用である『観

光施設 -未利用・非公開型（C2）』もみられた。時層タ

イプは、初期が採石場であるもの (A)が最も多く、なか

でも分岐型を有する時層が多くみられた。また、初期に

観光施設を有するもの (C)は、用途が分岐しない転換型

を有する時層が多くみられた。

4. 結　　本編では、宇都宮市大谷地区における時層に

ついて、採石関連の産業の用途の変遷から検討した。時

層の特徴について初期・現在の用途と線形から検討し、

初期採石場 (A)、初期運搬施設 (B)、初期観光施設 (C)

の大きく３つの傾向から特徴的な６つの時層のタイプを

導き、その特徴を明らかにした。

表 4 時層のタイプ

表 3 時層の線形

3)
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採石関連の産業遺産における時層と空間の重ね合わせによる場所性
栃木県宇都宮市を中心とする大谷石建造物に関する研究 (16)　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大谷石　　採石　　　産業遺産　　　　　　　　　　　　　　　正会員　○丸山　貴大 *　  同　  小林　基澄 **
空間　　　観光　　　軌道　　　　　　　　　　　　　　　  　　同　　　安森　亮雄 ***  同　  大嶽　陽徳 ***

1. 序　　大谷地区では、採石関連の産業遺産によって

歴史と現在が重なる独特の場所性が形成されている。そ

こで本編では、現在の産業遺産の空間構成のパタンを導

き出し、前編で明らかにした用途の変遷からみた産業遺

産の時層と重ね合わせることで、場所性の特徴を明らか

にすることを目的とする。

2. 現在の空間構成

2.1 公開の程度　　対象における一般への公開の程度は

（表 1）、ほとんど全て公開されている対象エリアが最も

多くみられた。次に公開されていないものが多く、一部

公開のものは少数だった。

2.2 採石関連の産業遺産　　対象エリアにおける採石関

連の産業遺産は（表 2）、採石を行っていた採石場跡と

石を運ぶためのトロッコが走る人車軌道跡の二つが最も

多くみられた。また、旧石材店・旧観光施設の建物や運

搬施設であったプラットホーム跡も多くみられた。

2.3 採石場跡との位置関係　　対象エリアと採石場跡の

位置関係（表 3）について検討すると、採石場跡が対象

エリアの周縁に位置するものが最も多く、次いで無しが

多くみられた。採石場跡が全体に位置するものは少数で

あった。

2.4 空間パタン　　公開部分の程度と採石関連の産業遺

産を組合せ、特徴的な７つの現在の空間のタイプ（空間

タイプ）を抽出した（表 4）。

　まず、全て公開されている『Ⅰ .全公開型』のなかには、

採石場跡が周縁に位置し人車軌道跡を有するもの (Ⅰ

-1)、採石場跡が全体に位置し人車軌道跡を有するもの ( 

Ⅰ -2)、採石場跡無しのもの (Ⅰ -3)、Ⅰ -3が人車軌道

跡とプラットホーム跡を有するもの(Ⅰ-4)がみられた。

Ⅰ -1とⅠ -3のなかには、旧石材店や旧観光施設の建物

を有するものもみられた。

　また、一部公開されている『Ⅱ .一部公開型』は、採

石場跡が周縁に位置し人車軌道跡とプラットホーム跡を

有する。なかには、旧石材店や旧作業所の建物を有する

ものもみられた。

　公開無しの『Ⅲ .非公開型』のなかには、採石場跡が

無しで人車軌道跡を有するもの (Ⅲ -1)、採石場跡が周

縁に位置するもの (Ⅲ -2)がみられた。尚、その他には、

採石場跡が全体にあり、採石業の産業遺産をもたないも

の (No.14) もみられた。また、『Ⅱ .一部公開型タイプ』

外のなかには、旧石材店跡や旧観光施設の建物を有する

ものもみられた。

　大部分の空間タイプで、『Ⅰ .全公開型』が最も多く

みられ、なかでも人車軌道跡を有するものがみられた。

また、『Ⅱ .一部公開型』と『Ⅲ．非公開型』においても、

人車軌道跡を有する傾向がみられた。

3. 時層としての場所性　　前編で抽出した時層タイプ

と、空間タイプの二軸から場所性として５つの類型を見

出した（表 5）。

　類型①は、大谷公園参道入口 (No.9-1) のように初期

に採石場の時層で、中間期に用途が分岐し、現在は人車

軌道跡を有し観光施設としてすべて公開されている。

　類型②は、石切りテラス (No.10) のように初期に採石

場の時層を有し、中間期に用途が分岐し、現在は人車軌

道跡・プラットホーム跡を有しながら、地域施設として

一部公開されている。

Characteristic of Place from the aspect of Accumulated Time and 
Spatial Composition in Industrial Heritage of Quarry
Study on Building of Oya-stone in Utsunomiya City (16)

         
        MARUYAMA Takahiro, KOBAYASHI Motosumi
                                 YASUMORI Akio, OTAKE Akinori

表 4 現在の空間タイプ

表 2 採石関連の産業遺産

表 1 公開部分の程度 表 3 採石場跡の位置

注)表中の記号は前編表2に準ずる(以下同様)。
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　類型③は、瓦作公園 (No.17) のように初期に駅の時層

を有し、中間期に用途が分岐し、現在は人車軌道跡・蒸

気機関線路跡・プラットホーム跡を有しながら、地域施

設としてすべて公開されている。

　類型④は、みやスマイル大谷 (No.13) のように初期に

採石場の時層を有し、中間期に用途が分岐せず、現在は

すべて公開されている。

　類型⑤は、旧盤石荘（No.11) のように初期に観光施

設の時層を有し、中間期に用途が分岐せず、現在は非公

開または未利用である。

　時層タイプと空間タイプを重ね合わせた全体のなかで

は、『A.初期採石場』と『Ⅰ．全公開型』を重ね合わせ

たものが最も多くみられた。また、No.14 のように時層

タイプと空間タイプのどちらにおいてもタイプ外となっ

た特異な場所性を有するものもみられた。

4. 結　　本編では、宇都宮市大谷地区における時層と

しての場所性について検討した。現在の空間構成の特徴

について、『Ⅰ .全公開型』、『Ⅱ .一部公開型』、『Ⅲ .

非公開型』などの大きく３つの傾向から７つの現在の空

間タイプを導いた。最後に、６つの時層タイプと７つの

空間タイプを重ね合わせ、５つの場所性の類型を見出し、

大谷地区における時層としての場所性を明らかにした。

本研究で明らかにした時層としての場所性は、過去から

現在までの採石関連の産業の利活用の一端を示すもので

あると考えられる。今後、採石関連の産業を利活用して

いく際には、大谷地区における時層が示すように、現在

の用途や空間にだけとらわれることなく、場所性を考慮

することで多様な場が創造できると考えられる。

表5 時層と空間をかけ合わせた場所性
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